
様式第４号（第４条関係） 

 

  出張報告書 

幹 事 長 印 経理責任者印 

  

  

平成 30 年 3 月 12 日 

 幹事長 

        矢 野 正 憲   殿 

                                          出張者氏名   服部 脩二    印 

                             

 

   下記のとおり報告します。 

 

１． 出張先   

千葉県 

幕張メッセ 

                              

  ２．日 時  平成 30 年 2 月 21 日（水）～平成 30 年 2 月 22 日（木） 

  

  ３．出張用務（宿泊を要する場合はその事由） 

① 2 月 21 日（水）10：00～11：30 日本の地方創生を考える 

②   〃    12：30～13：15 自治体職員が考えるべきこと 

③   〃    15：00～16：30 スタジアム戦略の最前線 

④ 2 月 22 日（木）10：00～10：45 地方創生の国家戦略 

⑤   〃    12：30～14：00 マーケティング戦略 

⑥   〃    15：00～16：00 スポーツツーリズム 

 

４．旅    費 

   （研究研修費）                                    

交通費  29,120 円 

研修費     0 円 

日 当   6,000 円 

宿泊費   6,500 円 

合 計   41,620 円 

 

                   



５ 報 告 書 

内 容 

①  日本の地方創生を考える  

日本の未来を考え、健康寿命を伸ばす。 

子どもに、強制的に同じことをさせるのは良くない、楽しく遊ばせる（楽し 

めるスポーツの推進） 

役所だけではなく、民間のエキスパートが必要、産・官・学の連携して、地 

域総ぐるみで、地元から発信する。 

オリンピックを機に変更する、（超高齢化社会の時代、バリアフリー・全年 

 齢対応型） 

街の活性化は、音楽とスポーツがコラボした、アリーナを中心とした街づく 

 りを進めることが大事である。 

②  自治体職員が考えるべきこと 

20 年前に地域再生に取り組み、成功した集落「やねだん」は、全ての社会 

問題、地域課題を解決 

 ア 安心・安全な地域社会（声掛けと挨拶の成果） 

 イ 青少年の健全育成（集落に不良はなし、移住者が増える） 

 ウ 産業おこし（土着菌活用、からいも栽培と焼酎製造） 

 ヱ 芸術家の移住（空家の活用＝空家は資源） 

 オ ピンピンころり（医療費・介護費用とも、類似集落の 5～7 割程度） 

高齢者・障がい者・子どもでもできることをする。（共生・助け合いの思想） 

昔からあるものを大切に使う。 

③ スタジアム戦略の最前線 

 ア 人材が育ち、内外のネットワークが充実している。 

 イ 自立心が旺盛で、実行力がある。 

 ウ 住民自治が確立している。 

 ヱ 地域経済の循環構造が出来ている。 

 オ 若者の力を引き出す仕組みがある。 

 カ 市町村どまりにせず、地区・集落に情報を伝え、住民参加の仕組みづくり。 

 キ 目標をしっかりと持ち、やるべきことを粛々とやっている。 

 ク 現状分析が数字を基にしっかり出来ている。 

 ケ 総合戦略の点検をしっかりすること。 

 

 



④  地方創生の国家戦略 

 ア 自主自立の地方創生を目指して、熱意のある取り組みをする地方にチャン  

スがある。 

 イ 省庁横断による安定的、継続的な枠組みを構築。 

 ウ 地方創生では成果目標（ＫＤＩ）を設定し、効果を検証するＰＤＣＡ 

（PLAN「計画」・Ｄｏ「実行」・Check「評価」・Actiom「改善」） 

 ヱ 2018 年＝ライフステージに応じた地方創生の充実・強化 

 オ 2019 年＝総仕上げ⇒2 期総合戦略へ 

 カ 2020 年＝若者雇用創出数・結婚、子育ての希望の実現・女性継続就業率： 

55％のまちづくり 

⑤  マーケティング戦略 

ア ターゲットは、アクティブサラリーマン層（20～30 歳代男性） 

 イ 「コミュニティーボウルパーク」化構想 

 ウ スペシャルイベント＝年間を通じて実施する。（ローカルを追求） 

 ヱ 中長期の事業展開＝毎年毎年同じものではない 

 オ 2020 年以降都市空間の創出＝街全体がエンタメ空間 

⑥  スポーツツーリズム 

 ア 活性化への取組「第 2 期スポーツ基本計画」（4 つの柱） 

◎  人生が変わる＝健康で生き生き 

◎  社会を変える＝共生・健康長寿社会 

◎  世界と繋がる＝持続可能で逆境に強いフリーフェアー 

◎  未来を創る 

 イ スポーツツーリズムの推進（スポーツによる地域活性化） 

◎  景観・環境・文化のスポーツ活動 

◎  地域スポーツコミッションの設置 

◎  アウトドアスポーツによる活性化 

 ウ 漫画・スポーツで地域活性化 

◎  集客・収益の拡大＝地域活性のまちづくり 

◎  歩くをもっと楽しく＝歩きやすい服装 

 

 

 
 



☆ 服部の感想 

高度成長から成熟社会へ、中央集権型から地方分権へと進み、自立する地域社 

会への脱皮が求められている中で、地域の実情に応じた「きめ細かい施策」を実 

施する必要、義務的・標準的な事業に加えて、独自性のある「任意的な事業」の 

必要性が高まった。 

決められたことを確実に実施する能力に加えて、自らの「創意・工夫」で「企 

画・立案・実施」する能力が求められるようになった。 

 知の深化に加えて、知の探索の重要性が高まる今、原点に立ち返り、地域に飛 

び出して、地域の実情にあった知恵、ノウハウ、人脈を総動員して課題解決に向 

けた取り組みが求められる。 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
























